
 

                

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

                  

門川中校長室だより  新風 第９号 
平成２９年１２月２２日 

門川町立門川中学校 

校長 濵砂 光弘 

かどがわ４か条～読書を家族みんなで楽しんでいますか？ 

2 学期終業式～校長として、こんな話をしました！ 

右のグラフは、本校読書館の本の学年別平均貸出

冊数です。一番多いときが、５月に２年生の一人平

均１．３冊、少ないときは1冊も借りていない学年

がある状況です。学校では、読書集会で新刊紹介や

人気のある本の紹介をしたり、地域のボランティア

グループによる読み聞かせをしていただいたりして

いますが、読書館の貸出冊数は伸び悩んでいます。 

「読書館の貸出冊数＝読書量」ではありません

が、子どもたちは家庭で読書をしているようでしょ

うか？ 

家庭読書の時間は、かどがわ４か条にも明記して

あります。冬休みの間の家庭読書をお勧めします。 

【読書集会の様子】 【クリスマス読み聞かせの様子】 

今日は、８２日間あった２学期終業の日です。まずは、事故や大きなけがなく、元気に今日を迎えることができたこ

とを、一緒に喜びたいと思います。 

 さて、先ほど４人の皆さんに、発表をしてもらいました。「自分が頑張ってきたこと」や、「不十分だと感じたこと」

をしっかり捉えるということは、次に進む目標が設定できるということです。 

 この機会に、全校生徒の２学期を、３つの視点から振り返ってみたいと思います。  

 何と言っても、まずは、学校行事、体育大会と秋桜祭です。全校生徒の一生懸命さが際だった、体育大会。ハーモニ

ーで一致団結した、合唱コンクール。中でも３年生が先頭になって、全校生徒を引っ張る姿は感動的でした。 

 次に、部活動です。全部活動が、大会での優勝やコンクールの金賞をめざして努力していました。勝つことの喜び、

努力が結果につながらい悔しさを感じてくれたことは、人として大きな成長につながっていると信じています。 

 最後に、本校の合い言葉、「文武両道」についてです。理解しているとは思いますが、「文武両道」とは、勉強とス

ポーツの両方に努力し、優秀であるという意味です。このことについては、先生は不満があります。先ほど部活動のこ

とを話した通り、スポーツについては十分な成果を上げていると思います。しかし、勉強はどうでしょうか。授業の様

子を見て回ると、油断している人を見かけます。先生の話を聞いていない人や考えることを諦めている人を見ると、残

念でなりません。「勉強の基本は授業」です。授業中の態度については、もう一度それぞれで振り返って、改善してく

ださい。  

１２月３１日まで、残り１０日。平成２９年が終わり、平成３０年、新しい年が始まります。新年を迎えるにあたっ

て、新たな目標や夢をかかげることを、校長先生から皆さんへの冬休みの宿題にします。 

 明日からの１７日間が、皆さんにとって有意義な休みになること、平成３０年が皆さんにとって素晴らしい年になる

ように願っています。 新年１月９日、火曜日、ここでさわやかに新年のあいさつを交わしましょう。 

  

 よい年を迎えてください。 
 以上で、話を終わります。 

 


